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一　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
「
協
働
」
の
ブ
ー
ム
と
行
き
詰
ま
り

「
協
働
」
と
い
う
言
葉
と
そ
の
理
念
・
あ
り
方
が
、
社
会
が
抱
え
る
諸
課
題
を
解
決
す
る
上
で
の
重
要
な
方
策
と
し
て
、

こ
の
お
よ
そ
一
〇
年
の
間
に
自
治
体
や
国
の
様
々
な
政
策
の
中
で
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
全
国
各
地

で
ブ
ー
ム
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
勢
い
で
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
協
働
推
進
」
が
図
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
指
針
や
計
画
や
手

引
き
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
等
が
策
定
さ
れ
、「
協
働
」
の
理
念
に
沿
っ
た
形
で
の
委
託
（
請
負
）・
補
助
・
共
催
等
の
形
態
に
よ

る
様
々
な
協
働
事
業
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
）」
と
い
う
言
葉
が
日
本
で
普
及
し
始
め
た
一

九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
）
が
施
行
さ
れ
た
一
九
九
八
年
の
頃
か
ら
す
る
と
、
隔
世

の
感
が
あ
る
。

だ
が
、
昨
今
の
社
会
・
経
済
の
危
機
的
な
状
況
の
中
で
、
行
政
セ
ク
タ
ー
や
企
業
セ
ク
タ
ー
の
閉
塞
状
況
が
続
く
一
方
、

「
協
働
契
約
」
の
普
及
に
よ
る
真
の
協
働
推
進

大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
市
民
活
動
情
報
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事　

今　
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「
新
た
な
公
益
の
担
い
手
」
や
「
新
た
な
経
済
主
体
」
と
し
て
期
待
さ
れ
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
次
代
を
切
り
開
き
、
リ
ー
ド
す

る
ほ
ど
の
存
在
感
は
示
し
き
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、「
協
働
」
と
い
う
も
の
の
政
策
導
入
の
普
及
と
は
裏
腹
に
、
そ
の
理

念
・
あ
り
方
の
反
映
と
い
う
点
で
は
、
未
だ
に
真
に
実
の
あ
る
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
協
働
事
業
に

早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
自
治
体
等
で
は
、
行
き
詰
ま
り
感
が
一
向
に
改
善
さ
れ
ず
、
中
に
は
、
取
組
み
が
後
退
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
「
協
働
」
の
行
き
詰
ま
り
に
つ
い
て
、
考
え
ら
れ
る
多
く
の
要
因
の
中
で
も
、「
委
託
契
約

（
書
）」
と
い
う
も
の
に
潜
む
問
題
と
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
筆
者
が
開
発
・
提
唱
し
、
仲
間
た
ち
と
普
及
の
取
組
み
を
続

け
て
い
る
「
協
働
契
約
（
書
）」
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

二　

協
働
事
業
に
お
け
る
「
委
託
契
約
書
」
の
検
証

⑴　
「
協
働
型
」
の
委
託
事
業
の
増
加

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
「
協
働
」
の
一
般
的
な
定
義
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
が
、
共
通
の
目
的
（
社
会
的
課
題
の
解
決
等
）

に
対
し
て
、「
対
等
」
な
立
場
・
関
係
で
、
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
事
業
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
詳
し
く
言
え
ば
、
行
政
が
一
方
的
に
物
事
を
決
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
（
あ
る
い
は
市
民
）
を
管
理
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
指
示
、

指
導
、
命
令
す
る
よ
う
な
上
下
の
関
係
と
は
違
っ
た
「
対
等
」
な
関
係
が
あ
る
か
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
、

得
意
な
事
、
抱
え
る
難
し
い
事
情
を
お
互
い
に
理
解
し
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
上
手
く
役
割
分
担
を
果
た
し
て
い
る
か
。
社

会
の
中
で
「
痛
み
」
を
抱
え
る
人
た
ち
を
助
け
た
い
、
社
会
が
抱
え
る
諸
課
題
を
解
決
し
た
い
、
と
い
っ
た
目
的
を
同
じ
く

し
て
、
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
〝
作
業
〞
を
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
協
働
性
」
を
持
っ
た
関
係
に
よ
る
取
組
み
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
行
政
か
ら
Ｎ
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Ｐ
Ｏ
等
へ
の
「
協
働
型
」
の
委
託
（
契
約
）
事
業
が
各
地
の
自
治
体
等
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
行

政
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
委
託
事
業
は
、
一
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
九
年
に
始
ま
っ
た

国
の
「
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
事
業
」
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
急
激
な
勢
い
で
増
え
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
イ
ベ
ン
ト

運
営
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
修
会
、
交
流
会
等
）、
公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
（
公
民
館
、
図
書
館
、
児
童
館
、
公
園
等
）、

相
談
窓
口
・
支
援
業
務
、
調
査
研
究
・
政
策
立
案
、
情
報
受
発
信
事
業
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
機
関
紙
等
）、
公
募
審
査
事
業

な
ど
で
あ
る
。

筆
者
が
行
っ
た
全
国
レ
ベ
ル
で
の
実
態
調(

!
)査

で
は
、
二
〇
〇
六
年
時
点
で
、
行
政
の
約
五
割
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
委
託
実
績
を

持
ち
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
約
六
割
が
行
政
か
ら
の
受
託
実
績
を
持
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
そ
れ
を
上
回
る
規
模
に
増
加
し
て
い
る

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

⑵　

全
国
レ
ベ
ル
で
の
委
託
契
約
書
の
実
態
把
握

筆
者
は
、
こ
う
し
た
「
協
働
型
」
の
委
託
事
業
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
間
で
約
束
事
と
し
て
取
り
交
わ
す
「
委

託
契
約
書
」
の
中
身
（
条
項
）
を
見
る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
間
の
「
協
働
性
」
の
如
何
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
ま

た
、「
協
働
性
」
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
持
ち
味
が
発
揮
さ
れ
、
事
業
成
果
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
っ

た
こ
と
の
実
態
を
探
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
協
働
型
な
ら
び
に
従
来
型
の
「
委
託
契
約
書
」
に
つ
い
て
、
全
国
ベ
ー
ス
で
行
っ

た
実
態
調(

!
)査

の
結
果
か
ら
、
主
だ
っ
た
点
を
紹
介
す
る
。

（
注
）『
市
民
主
権
・
地
域
主
権
に
基
づ
く
「
市
民
優
位
の
協
働
政
策
」
に
関
す
る
研
究
』（
今
瀬
政
司
（（
特
活
）
市
民
活
動
情
報
セ
ン
タ

ー
）、
文
部
科
学
省　
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
、
二
〇
〇
五
〜
〇
六
年
度
）
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
、『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
「
協
働
契

約
書
」
の
開
発
普
及
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
』（
速
報
版
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）。

調
査
時
期
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
〜
二
月
。
調
査
対
象
は
、
全
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
回
答
率
二
割
強
、
有
効
回
答
数
四
六
七
件
）
と



4住民行政の窓　21・10 ―340

論　　壇

八
割
に
上
り
、「
対
等
」
だ
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
は
二
〜
三
割
と

非
常
に
少
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
全
国
各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
体
・
国
か
ら
多
数
収
集
し
た

委
託
契
約
書
の
事
例
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
主
要
な
条
項
毎
で
は
、

「
権
利
（
成
果
物
等
の
著
作
権
等
）
の
帰
属
」、「
契
約
の
解
除
権
・

違
約
金
徴
収
権
」、「
損
害
賠
償
責
任
」、「
細
か
い
業
務
処
理
方
法

（
意
思
決
定
権
等
）」、「
委
託
業
務
内
容
の
変
更
権
限
」、「
契
約
書
の

解
釈
疑
義
の
対
処
の
決
め
方
」
の
順
で
、「
行
政
優
位
」
の
も
の
が

多
い
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

②　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
意
思
決
定
権
（
主
体
性
）
を
持
た
な
い
契
約
条
項

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
持
ち
味
の
一
つ
に
、
先
駆
性
を
持
ち
、
時
代
の
変
化
や

多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

全
国
す
べ
て
の
市
区
町
村
・
都
道
府
県
・
府
省
庁
局
（
同
四
割
弱
、
同
八
七
八
件
）。
調
査
報
告
書
は
、（
特
活
）
市
民
活
動
情
報
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。http://w

w
w
1m
.m
esh.ne.jp/~sic/

①　

対
等
で
な
い
「
行
政
優
位
」
の
協
働
事
業
の
実
態

「
協
働
型
」
の
委
託
事
業
の
理
念
・
あ
り
方
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
が
「
対
等
」
な
関
係
で
あ
る
こ
と
が
一
般
に

言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
と
し
て
は
、「
行
政
優
位
」
の
関
係
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
委
託
契
約
書
」
を
交

わ
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
行
政
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
委
託
事
業
で
は
、「
行
政
優
位
」
だ
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
が
六
〜
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こ
の
持
ち
味
を
活
か
す
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
政
か
ら
委
託
を
受
け
て
協
働
事
業
を
実
施
す
る
際
に
、
そ
の
事
業
内
容
を

市
民
の
諸
事
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
変
更
・
改
善
し
て
い
け
る
よ
う
な
意
思
決
定
権
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
持
ち
、「
主
体
性
」
を

発
揮
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
だ
が
、
調
査
結
果
で
は
、
業
務
内
容
の
変
更
権
限
は
、「
行
政
の
み
に
あ
る
」
が
三
〜

四
割
と
多
く
、
個
々
の
事
例
調
査
か
ら
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
意
思
決
定
権
を
持
た
な
い
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
身
の
持
ち
味
を

十
分
に
発
揮
で
き
な
い
ケ
ー
ス
の
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

た
だ
そ
の
一
方
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
両
者
に
権
限
を
持
た
せ
、
協
議
し
て
合
意
で
決
め
る
形
を
希
望
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
行
政
は
、
八
〜
九
割
に
も
上
る
実
態
も
見
ら
れ
た
。

③　

事
業
の
波
及
効
果
を
阻
む
「
成
果
物
等
の
権
利
」
の
行
政
単
独
帰
属

行
政
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
委
託
事
業
に
お
け
る
「
権
利
の
帰
属
」（
成
果
物
等
の
著
作
権
等
）
に
つ
い
て
、「
す
べ
て
行

政
に
帰
属
（
行
政
承
認
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
利
用
可
を
含
む
）」
が
二
〜
四
割
で
多
く
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
両
者
に
帰
属
、
あ
る

い
は
各
々
役
割
・
責
任
に
応
じ
て
帰
属
」
は
一
〜
三
割
弱
に
と
ど
ま
り
、「
す
べ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
帰
属
」
は
わ
ず
か
数
パ

ー
セ
ン
ト
し
か
な
い
。
個
々
の
事
例
調
査
か
ら
は
、
行
政
の
み
に
権
利
が
帰
属
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
権
利
を
持
た
な
い
た
め

に
、
事
業
の
成
果
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
そ
の
後
の
事
業
展
開
に
十
分
に
活
か
せ
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
浮
か
び
上

が
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
個
々
の
事
例
で
は
、
委
託
契
約
書
に
付
随
し
て
「
協
定
書
」（
仕
様
書
レ
ベ
ル
）
を
結
ぶ
な
ど
し
て
、

双
方
に
権
利
を
帰
属
さ
せ
る
形
態
を
模
索
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
今
後
は
、「
両
者
に
帰

属
、
役
割
に
応
じ
て
帰
属
」
を
希
望
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
が
五
〜
七
割
に
上
る
実
態
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。
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三　

協
働
事
業
に
お
け
る
「
委
託
契
約
書
」
の
課
題

⑴　

協
働
の
ネ
ッ
ク
と
な
る
従
来
型
の
「
委
託
契
約
書
」

こ
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
「
協
働
型
」
の
委
託
事
業
が
増
え
る
一
方
で
、
事
業
の
ベ
ー
ス
と
な
る
「
委
託
契
約

書
」
が
従
来
型
の
行
政
優
位
の
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
事
業
実
施
に
際
し
て
、「
協
働
」
の
理
念
・
あ
り
方
が
反
映
さ
れ
ず
、

真
に
実
の
あ
る
成
果
を
も
た
ら
せ
な
い
、
と
い
っ
た
「
協
働
」
の
行
き
詰
ま
り
を
招
い
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

行
政
優
位
の
傾
向
に
あ
る
従
来
型
の
「
委
託
契
約
書
」
で
は
、
事
業
主
体
は
行
政
で
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
は
事
業
を
実
施
す

る
が
権
利
・
権
限
や
主
体
性
は
限
ら
れ
、
あ
く
ま
で
下
請
け
の
立
場
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
委
託
料
に
対
す
る
財
・
サ
ー

ビ
ス
の
受
益
者
は
委
託
者
と
し
て
の
行
政
で
あ
り
、
市
民
は
行
政
を
通
じ
て
間
接
的
に
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
よ
う
な

契
約
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
が
権
利
・
権
限
等
の
面
な
ど
か
ら
「
対
等
」
な
協
働
の
関
係
に

な
れ
ず
、
ま
た
、
事
業
を
進
め
る
際
の
意
思
決
定
権
を
受
託
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
持
た
な
い
こ
と
か
ら
（
委
託
者
の
行
政
が
中

心
に
持
つ
形
態
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
身
の
持
ち
味
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
成
果
物
等
の
権
利
（
著
作
権
等
）
が
行

政
の
み
に
帰
属
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
成
果
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
し
て
次
の
事
業
に
十
分
に
活
か
せ
な
い
、
と
い

う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑵　
「
協
働
」
推
進
に
向
け
て
対
立
す
る
考
え
方
（
根
源
的
な
論
点
）

委
託
契
約
書
の
実
態
調
査
か
ら
は
、
今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
が
真
に
「
協
働
性
」
を
持
ち
、
一
緒
に
な
っ
て
社
会
的
課

題
の
解
決
を
図
っ
て
行
く
上
で
、「
対
立
す
る
考
え
方
（
根
源
的
な
論
点
）」
も
多
数
浮
か
び
上
が
っ
た
。
以
下
、
行
政
関
係

者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
関
係
者
の
間
に
見
ら
れ
た
主
な
考
え
方
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
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●
従
来
の
構
造
を
「
変
え
る
べ
き
で
な
い
」
と
す
る
考
え
方

•
広
く
市
民
の
信
託
を
受
け
て
い
る
の
は
行
政
で
あ
り
、
公
益
活
動
・
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
主
体
に
な
れ
る
の
は
行
政
の
み
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
は

一
部
の
市
民
が
独
自
に
行
う
に
過
ぎ
な
い
。

•
意
思
決
定
権
は
行
政
の
み
に
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
は
行
政
の
意
思
決
定
の
枠

内
・
管
理
の
下
で
、
下
請
け
と
し
て
一
部
代
替
機
能
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

•
委
託
契
約
で
あ
る
以
上
、
行
政
（
委
託
者
）
に
の
み
事
業
主
体
と
し
て
の

権
利
・
権
限
が
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
受
託
者
）
に
は
な
い
。
委
託
契
約
書
の

条
項
は
、
あ
く
ま
で
「
行
政
優
位
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
対
等
」
な

協
働
関
係
を
持
っ
た
も
の
は
あ
り
得
な
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
は
、
行
政
を
信

頼
し
て
も
ら
い
、
事
業
を
実
施
す
る
際
に
、
必
要
に
応
じ
て
「
対
等
性
」

を
与
え
れ
ば
よ
い
。

•
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
従
来
の
構
造
（
法
制
度
・
意
識
・
慣
行
等
）
は
変

え
ず
に
、「
対
等
性
」
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
う
し
た

「
行
政
優
位
」
を
機
軸
と
し
た
上
で
の
「
対
等
性
」
の
一
部
確
保
を
、
協

働
事
業
に
お
け
る
対
等
性
の
「
二
段
構
造
」
と
名
付
け
て
い
る
。

●
従
来
の
構
造
を
「
変
え
る
べ
き
」
と
す
る
考
え
方

•
行
政
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
も
市
民
か
ら
の
信
託
を
受
け
、
公
益
活
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動
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
主
体
に
な
る
権
利
が
あ
る
。

•
行
政
だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
も
意
思
決
定
権
を
持
つ
こ
と
で
、
双
方
に
「
主
体
性
」
が
確
立
し
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
適

し
た
活
動
が
で
き
る
。

•
委
託
契
約
で
あ
っ
て
も
、
行
政
と
共
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
も
事
業
主
体
と
し
て
の
権
利
・
権
限
と
責
任
・
義
務
を
持
つ
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
。「
協
働
型
」
の
委
託
事
業
は
、
契
約
書
上
で
も
、
実
施
上
で
も
真
に
対
等
な
「
協
働
性
」
を
持
っ
た

関
係
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
、
適
確
な
形
で
成
果
を
発
揮
し
た
事
業
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
事
業
実
施
後
に
お
い
て
も
、

責
任
あ
る
活
動
展
開
が
果
た
せ
ず
、
波
及
効
果
を
も
た
ら
せ
な
い
。
主
張
が
対
立
し
た
際
な
ど
に
、
む
や
み
に
一
方
的

に
行
政
側
の
強
制
権
が
発
動
さ
れ
て
は
困
る
。

•
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
従
来
の
構
造
（
法
制
度
・
意
識
・
慣
行
等
）
を
根
本
的
に
変
え
て
、
真
の
「
対
等
性
」
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
従
来
の
構
造
を
変
え
て
、
公
益
活
動
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、「
行
政
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
も
権

利
・
権
限
を
持
ち
、『
主
体
性
』
を
確
立
し
た
事
業
主
体
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
権
利
・
権
限
を
持
た
な
い

下
請
け
的
存
在
と
し
て
の
協
力
相
手
と
す
る
の
で
は
い
け
な
い
）
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
委
託
契
約
書
に
つ
い
て
は
、「
従
来
の
力
関
係
に
よ
る
慣
行
等
に
従
い
、
行
政
優
位
の
も
の
と
し
続
け
る
」（
協
働

性
と
の
矛
盾
は
そ
の
ま
ま
に
す
る
）
の
で
は
な
く
、「
現
在
の
法
制
度
の
枠
内
で
あ
っ
て
も
最
大
限
に
工
夫
を
し
て
、
行
政

（
委
託
者
）
と
同
等
の
権
利
・
権
限
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
（
受
託
者
）
に
持
た
せ
、
委
託
契
約
書
の
中
身
（
条
項
）
を
少
し
で
も

「
対
等
」
な
協
働
関
係
に
す
る
」
こ
と
を
模
索
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
将
来
的
に
は
、「
委
託
契
約
（
書
）
と
は

全
く
異
な
る
仕
組
み
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
双
方
が
対
等
に
権
利
・
権
限
と
責
任
・
義
務
を
持
つ
新
た
な
「
協
働
契
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約
（
書
）」（
後
述
）
を
広
く
普
及
・
定
着
さ
せ
る
た
め
の
法
制
度
を
整
備
す
る
」
こ
と
が
、
今
後
、「
協
働
」
の
行
き
詰
ま

り
を
打
破
し
、
真
の
「
協
働
性
」
を
確
立
し
、
社
会
的
課
題
の
解
決
等
を
大
き
く
図
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
後
述
す
る
「
協
働
契
約
書
」
の
ひ
な
が
た
の
条
項
の
ほ
と
ん
ど
は
、
現
行
の
法
制
度
の
枠
内
で
も
工
夫

を
す
る
こ
と
で
十
分
に
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

四　
「
協
働
契
約
」
の
普
及
に
よ
る
真
の
「
協
働
」
推
進

⑴　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
「
協
働
契
約
」
シ
ス
テ
ム

①　
「
協
働
契
約
（
書
）」
の
開
発
・
提
唱
と
普
及
活
動

こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
従
来
型
の
委
託
契
約

書
の
形
態
を
根
本
的
な
発
想
か
ら
見
直
す
も
の
と
し
て
、

筆
者
は
、
自
ら
の
苦
い
経
験
も
踏
ま
え
て
、
二
〇
〇
〇
年

頃
か
ら
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
協
働
」
の
理
念
・
あ
り
方

を
反
映
し
た
新
た
な
契
約
シ
ス
テ
ム
を
「
協
働
契
約
」
と

名
付
け
て
研
究
開
発
・
提
唱
し
、
実
際
の
協
働
契
約
の
事

例
づ
く
り
を
模
索
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
普
及
活
動
と
し

て
「
協
働
契
約
書
」
の
ひ
な
が
た
（
大
き
な
枠
組
み
）
を

各
方
面
に
政
策
提
案
し
、
導
入
を
働
き
か
け
て
き
て
い
る
。

「
協
働
契
約
書
」
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
双
方
が

意
思
決
定
権
、
主
体
性
を
持
ち
、「
共
に
事
業
主
体
」
と
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な
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
市
民
協
力
で
労
力
・
知
識
等
を
拠
出
し
、
行
政
が
税
金
等
か
ら
資
金
を
拠
出
し
、「
権
利
・
権
限

と
責
任
・
義
務
は
折
半
す
る
」
と
い
う
形
で
の
役
割
分
担
を
図
る
よ
う
に
す
る
。
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
直
接
的
な
受
益
者

は
行
政
で
は
な
く
市
民
全
般
で
あ
る
と
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
を
同
等
に
、
市
民
に
対
す
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者

と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
協
働
契
約
書
」
が
従
来
の
委
託
契
約
書
等
と
異
な
る
主
な
点
は
、
甲
乙
で
あ
る
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
共
に

「
事
業
主
体
」
と
し
て
い
る
点
、
権
利
・
権
限
や
責
任
・
義
務
の
所
在
な
ど
、
条
項
全
般
で
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
「
対

等
」
に
し
て
い
る
点
、
情
報
非
公
開
の
言
い
訳
と
な
り
が
ち
な
「
守
秘
義
務
条
項
」
を
無
く
し
、
情
報
公
開
を
原
則
と

し
て
い
る
点
（
個
人
情
報
保
護
策
は
勿
論
別
に
必
要
）
な
ど
で
あ
る
。

②　

各
地
で
芽
生
え
る
「
協
働
契
約
」
等
導
入
の
動
き

「
協
働
型
」
の
委
託
事
業
が
各
地
で
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
る
中
、「
協
働
契
約
（
書
）」
の
言
葉
や
理
念
の
普
及
・
浸

透
に
伴
っ
て
、
各
地
で
「
協
働
契
約
」、
あ
る
い
は
そ
の
要
素
を
持
っ
た
契
約
形
態
等
を
検
討
・
研
究
す
る
動
き
が
生

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
中
に
は
実
際
に
、「
協
働
契
約
」
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
委
託
契
約
書
を
締
結
す

る
事
例
も
一
部
に
出
て
き
て
い
る
。
契
約
書
本
体
の
レ
ベ
ル
で
な
く
て
も
、
そ
れ
に
付
随
し
た
仕
様
書
レ
ベ
ル
に
お
い

て
対
等
性
等
を
持
た
せ
た
「
協
定
書
」
を
結
ぶ
事
例
は
各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

契
約
書
本
体
の
レ
ベ
ル
で
、
例
え
ば
、
上
越
市
（
新
潟
県
）
で
は
、（
特
活
）
く
び
き
野
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
呼
び
か
け
で
、
協
働
の
理
念
で
あ
る
「
対
等
性
」
や
双
方
の
「
主
体
性
」
等
を
取
り
入
れ
た
「
委
託
契
約
書
」
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
か
ら
検
討
・
提
案
し
よ
う
と
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
上
越
市
の
協
働
の
委
託
契
約
書
検
討
会
」（
市
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
画
）
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
六
年
に
市
に
対
し
て
「
委
託
契
約
条
項
（
協
働
版
）」
を
提
言
し
た
。
そ
し
て
、
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こ
の
「
委
託
契
約
条
項
（
協
働
版
）」
が
、
上
越
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
実
際
の
委
託
契
約
事
業
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

⑵　
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
」
の
成
立
と
課
題

二
〇
〇
九
年
五
月
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
定
義
、
基
本
理
念
、
国
等
の
責
務
、
並
び
に
基
本
的
施
策
等
（
委
託
先
と
の
役

割
分
担
・
責
任
の
明
確
化
、
市
民
意
見
の
反
映
、
労
働
環
境
の
整
備
等
）
を
定
め
る
こ
と
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
施
策
を
推

進
し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
、「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
」
が
成
立
し
た
。

こ
の
基
本
法
に
よ
っ
て
、
市
民
に
と
っ
て
良
好
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
非
常
に
喜

ば
し
い
事
で
あ
る
。
だ
が
、
昨
今
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
含
め
た
市
民
・
民
間
の
手
に
よ
る
公
益
活
動
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
や
、
市
民
の
求
め
る
ニ
ー
ズ
な
ど
が
、
こ
の
基
本
法
に
は
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
基
本
法
で
は
、
従
来
の
よ
う
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
主
体
を
、「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
（
独

立
行
政
法
人
を
含
む
）
の
事
務
又
は
事
業
」
に
限
定
し
て
定
義
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
・
自
治
体
が
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
関
連
業
務
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
市
民
・
民
間
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、「
役
割
分
担
」
と
「
責
任
」
の
所
在
を
明
確
化
す
る

こ
と
は
求
め
て
い
る
が
、「
権
利
・
権
限
」
の
所
在
に
つ
い
て
は
不
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
協
働
」
の
理
念
・
あ
り

方
の
必
要
性
が
高
ま
る
中
、「
協
働
」
を
象
徴
す
る
「
対
等
性
」
で
最
も
重
要
な
「
権
利
・
権
限
」
の
規
定
が
な
い
こ
と
は

大
き
な
不
備
で
あ
り
、
今
後
、
改
正
が
求
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
に
こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
は
い
え
、
行
政
の
み
で
な
く
、
市
民
が
自
発
的
・
自
律

的
に
「
主
体
性
」
を
持
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
、
こ
の
基
本
法
を
少
し

で
も
良
い
形
で
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
一
つ
の
有
効
な
方
策
と
し
て
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等



論　　壇

住民行政の窓　21・10 ―34013

の
双
方
が
、
責
任
・
義
務
と
と
も
に
権
利
・
権
限
も
共
有
し
、
主
体
的
に
公
益
活
動
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
え
る
と
し
た

「
協
働
契
約
」
の
更
な
る
普
及
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑶　
「
協
働
契
約
」
の
普
及
に
よ
る
真
の
協
働
推
進
と
様
々
な
波
及
効
果

「
一
〇
〇
年
に
一
度
」「
未
曾
有
」
と
い
っ
た
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
危
機
的
な

社
会
・
経
済
状
況
が
次
々
と
起
こ
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
前
例
主
義
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
取
組
み
方
が
で
き
に
く
い
時

代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。「
協
働
」
の
推
進
に
お
い
て
は
、
そ
の
ブ
ー
ム
の
一
方
で
、
行
き
詰
ま
り
感
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
前
例
や
既
存
の
あ
り
方
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
従
来
の
構
造
（
法
制
度
・
意

識
・
慣
行
等
）
を
根
本
的
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

協
働
事
業
に
お
け
る
「
委
託
契
約
（
書
）」
の
改
革
と
「
協
働
契
約
（
書
）」
の
導
入
（
特
に
行
政
の
全
庁
的
な
改
革
・
導

入
）
は
、
単
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
協
働
を
推
進
さ
せ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
改
革
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
伴

っ
て
、
行
政
職
員
の
意
識
改
革
や
行
政
文
化
の
変
革
、
政
策
（
形
成
・
運
営
）
全
体
の
構
造
改
革
と
と
も
に
、
市
民
自
身
の

意
識
改
革
や
「
自
治
」
の
あ
り
方
の
変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
の
「
協
働
契
約
（
書
）」
で
め
ざ
す
関
係
は
、
自
治
体
と
国
の
「
協
働
」
の
関
係
構
築
に
も
通

じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
先
の
実
態
調
査
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
事
と
し
て
、
国
か
ら
自
治
体
に
委
託
す
る
事
業
の
「
委
託
契

約
書
」
の
条
項
は
、
国
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
に
委
託
す
る
「
委
託
契
約
書
」
と
類
似
し
、
自
治
体
に
対
し
て
国
が
優
位
で
あ

る
関
係
が
大
き
く
見
ら
れ
た
。
筆
者
は
、
今
後
、
自
治
体
と
国
の
間
に
も
「
協
働
契
約
（
書
）」
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

「
協
働
契
約
」
等
に
よ
る
真
の
「
協
働
」
が
確
立
し
た
将
来
的
な
姿
と
し
て
、
筆
者
は
次
の
よ
う
な
理
想
像
を
思
い
浮
か
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べ
て
い
る
。「
協
働
事
業
は
、
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
。
も
と
も
と
異
な
る
者
同

士
、
衝
突
が
起
こ
っ
て
当
た
り
前
。
目
的
に
向
か
っ
て
、
互
い
が
懸
命
に
取
り
組
め
ば
、
取
り
組
む
ほ
ど
、
衝
突
が
起
こ
る

も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
真
に
目
的
が
共
有
さ
れ
、
互
い
が
目
的
に
懸
命
で
あ
り
、
誠
意
を
持
っ
て
行
っ
て
い
れ
ば
、
衝
突
は

創
造
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
協
働
事
業
に
関
わ
る
者
た
ち
は
仲
間
・
同
志
と
な
る
。
立
場
・
違
い
を
超
え
て
、
一
旦
ご
ち

ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
、
そ
の
上
で
、
自
然
体
で
上
手
に
役
割
分
担
し
て
、「
協
働
〝
作
業
〞」
を
す
る
。
そ
う
し
た
姿
こ
そ
が
協

働
な
の
で
あ
る
。」

（
い
ま
せ
・
ま
さ
し
）

○
主
な
参
考
文
献

※
一
部
は
、（
特
活
）
市
民
活
動
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。http://w

w
w
1m
.m
esh.ne.jp/~sic/

•
今
瀬
政
司
「〈
巻
頭
言
〉
公
益
活
動
に
必
要
な
「
痛
み
」
の
理
解
と
主
体
性
」
公
益
財
団
法
人
公
益
法
人
協
会
『
公
益
法
人　

第
三
八
巻
第
八
号　
通
巻
四
四
四
号
』
二
〇
〇
九
年
八
月

•『
平
成
一
九
年
度　

地
方
自
治
体
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
推
進
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
総
務
省
（
受
託
：（
特
活
）
市
民
活
動

情
報
セ
ン
タ
ー
（
担
当
：
今
瀬
政
司
））、
二
〇
〇
八
年
三
月

•
今
瀬
政
司
「
市
民
優
位
の
協
働
政
策
を
め
ざ
し
て　

〜
「
協
働
契
約
書
」
調
査
か
ら
〜
」
公
職
研　

月
刊
『
地
方
自
治
職
員
研

修　

第
四
〇
巻N

o. 1

通
巻
五
五
二
号
』、
二
〇
〇
七
年
一
月

•
今
瀬
政
司
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
「
協
働
契
約
書
」
の
開
発
普
及
に
向
け
て
」
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
『
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
成
り
立
つ
か
⁉　

〜
協
働
を
形
に
す
る
「
事
業
協
働
契
約
」
を
考
え
る
〜　

東
京
ボ
ラ
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ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
二
〇
〇
五
』、
二
〇
〇
六
年
九
月

•
今
瀬
政
司
（（
特
活
）
市
民
活
動
情
報
セ
ン
タ
ー
）「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
「
協
働
契
約
書
」
の
開
発
普
及
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
報
告
（
デ
ー
タ
編
）」『
市
民
主
権
・
地
域
主
権
に
基
づ
く
「
市
民
優
位
の
協
働
政
策
」
に
関
す
る
研
究　

報
告
書
』
文
部

科
学
省
「
科
学
研
究
費
補
助
金
」
研
究
、
二
〇
〇
七
年
三
月

•
今
瀬
政
司
「
市
民
主
権
・
地
域
主
権
の
確
立
を
め
ざ
し
て　

〜
市
民
優
位
の
協
働
政
策
〜
」
大
阪
市
政
調
査
会
『
市
政
研
究

N
o. 143

』、
二
〇
〇
四
年
四
月

•
今
瀬
政
司
「
市
民
主
権
・
地
域
主
権
の
確
立
を
め
ざ
し
て　

〜
市
民
主
権
・
地
域
主
権
型
の
政
策
形
成
・
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

構
築
へ
の
提
言
」（
特
活
）
市
民
活
動
情
報
セ
ン
タ
ー
『
第
一
回
市
民
主
権
・
地
域
主
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
資
料
』、
二
〇
〇
四

年
二
月

•
今
瀬
政
司
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
協
働
政
策
ブ
ー
ム
の
検
証
」（
特
活
）
大
阪
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
『
大
阪
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
む
す
び

vol. 58

』、
二
〇
〇
四
年
七
・
八
月

•
今
瀬
政
司
「
経
済
不
況
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ　

〜
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
事
業
を
巡
っ
て
〜
」（
特
活
）
大
阪
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

『
大
阪
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
む
す
びvol. 27

』、
一
九
九
九
年
九
月
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